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1工1』はじめに　　へ

’、硯鎚康は多ぐ砥子巌嶽影響を受けているこ

と嫡今更いう、までも准レ）。その因子のう膜～・、理舞条件は

醸であり 騰の郷螺麟騨脇塗蝉酵輝
麟鍵騨害を・腸祷えう・鑓照晒ウ炉聯条
件も｝育児を行奉？でレ唖肇育考野作ウ串す幹と洋衆㌔・

；とも認識、して零か准『や麟塗わ痔いg、そr伶童陣塑うy・

って∫喫犀と小児参雌康≧り閑孫1柔，1琴舞と餐育り；っ

の面から評価できる癖項として大きな関心事である≧恩

われ為・．難・灘の喫轡欺勉犀級戦髪警つ
いて㊨究明は興陣あ為聞題ζ酔わ奉け晒球彦う塗鯵黛

、、

　今興ち零峠り粟煙iが鶏児？緯慶膜艮ぼす髪響嗜開す

る灘確難，そ終ゆ岬嘩康障害の鎌瞬
示鋼る酵でも嬢巌妨1ま膝靴環躯縛4’
児爾健康陣害伶；大原因り承善嗜寧サズリ指導導少ヤで

ち有葺であろうと考える。，　ご　1』 、

11　対象と方法

　対象は，束京とその近郊の都市に住む3歳以上の幼児

とその家族である。幼児が通っている保育所及び幼稚園

を介して調査票を母に配布し，母が誰ろ後施設を通じて

回収した。

　調査禁に戯∫幼児め出生からの発育’・発達状態，健康

状齢罹齢蝉嫉搬燃舞力～恥と思われ轡．
嚇劾獣くこ浦母が搬力1声“と叡てい魏
の），蝉橡態淘と子の係励方塚胸喫痩詠庭
内ゐ冷暖房iなぎである。なお，』．喫煙に・づいては，①家

族唖嫉醗（幼児からみ嘩栖t脚・②・日の

喫麟難騨うている・
回収嘩鶴g嘩（鮒％）㌻う．饗寧用いた

ものセ軸58細あるち1858名の幼児の内訳は男児489名・

女児3沁名となろている。

　逓∬”績果乙”『冥11’

　　　＼ 』　』 ．‘ ン llこコ証：∵≧
・’

　1．：）家族の喫煙状況、1）．1 ＝、）F〕

　対象幼児め家族で喫煙者のいる家庭は1599家族，に及

びも・鳶ごれは全体めも91 8％に相当‘するぷ家族構成員別の喫

猷沈をま1齋魅叙喫購め7睡占靱お身該
麺ものが難し画縁麟1嫁聾嘆体㌘4・・
％1’喫煙家庭め2α2％に達しているす母が喫煙じている

家族ば全体糟71家族で8・ 3％に相当し，喫煙家庭の11・9

％である。

　2．幼児の症状の出現頻度

　籾象幼児挙み躯れる呼吸器糸の症状（稼ギ喘鳴艮斐発

熱） 、を表蛮に示しえ。症状がみられると回答され痙もり

は、3鐙名
（串5， 7疹）1でミ症状が護・2だけのものに：3qo多

で、ζ、複数の症状浮あるものは、10G名でヂ症状の彦ぐ．もの

の34，16％に達している。咳び出やすいも の虞他の症球≧1

合磁して．》るものも含めて最も多く％5名．（28頂影）』で

”症状のある も㊨の＄qユ％であるoまた，喘鳴湖あゑ庵㌘

は合併しているもゆも含めて8q名で・ 全体Q（9・、β％》 』症

状のあるものの26、1％，発熱は105名（12，2％・34．3

　表1　症状の種類　　　　　　
、

　　　　人＝症状

人　　（％）

“＝症 、、状、あ　り 306　
（35．、7）

　　　咳
』喘　　　　　鳴

』」』』1発　　

L“　・．咳　・　喘　　鳴1一一’ヒ喘　鳴・発　熱

　 ．咳　・発　　熱
∵ 、咳・喘鳴・発熱

　141
（16．5）

18　（2．1）1　　41（4．8）

　4名（生9）
2　（0．2）

44 （5．1）

18毛 （a1）

、

ら．症『、』．状二． 』なし
552 　（64，，3）

、合
．r

計
858 （1qo．0〉 だ

一59一



日本総合愛育研究所紀要　　第18集

％〉である。

　3，家族の喫煙と幼児の健康

　幼児の呼吸器系の症状の有無と家蘇り喫雛とg開係は

表2に示したように，非喫煙家庭で症状めみられたものr

は87名（33，6％）で，喫煙家庭に呼吸器症状をもつ幼児

が僅かに多いが，有意差は認められないoゴ

　表2（症状の有無と家族の喫煙　1』

＼睡状肴1『獣矧計
　　　　　　　入　％
非喫痩者　87（33，6）172（66．4）259（30．2）

父　　の　　み 165（36．6） 289（6㌫4） 454〔75．8）

母　　の　　み 2（40．0） 』3（6鉱0） 』≦、5〔0．8〕

他の家族のみ 二6（31．．6） 、；3（68．14） エ9〔一13，2〕

父 と ．．・ ・β5（4＄渡 ≧1 33（5㊧9） 5＄〔 訊7）

父、と他の家族〔．30（36，4） ・・ 5（63．6） 55〔 9．2）

：母と他の1家族・1・ 0（一） 1　． 1〔、0．2〕

父・母・他の家族 β（雛？） 7〔1．1〕

喫煙者2・9（3⑯138・（634）1599（6⑲

表3　家族の喫煙者数と症状

講轡なし1・人12人以上
症状あ万 合（3調、73（66，2）

46　（38，0）

1合 r計・3・6（3aの1552（64・3）1858（・・⑳

〔〕1喫煙者数に対する％

　　核　　　38〔43．7〕

喘　　鳴　3〔3，4）
発　　　　　　 熱　　　13　〔14．9）

咳　　●　∬嵩　　弓島　　　工8　〔20．7〕

喘鳴・発熱　　0〔一）
咳・発黙　工2〔13．8）

咳・喘鳴・発熱　3〔3．4）

78　〔45．1〕　　25　〔54．3〕

2〔1、2〕13〔28，3〕
19　〔工1，0〕　　　9　〔19．6〕

2工　〔12，工〕　　　3　〔　6。5〕

2〔L2〕　0〔一〕
27　〔15，6）　　　5　〔10．9〕

11〔6．4〕　2〔4．3〕

・72（6㊧4）13・5（6318）
』75聯・）

合　　、計 脚9・7・）1473（・・傷q）1・2・（・Qα・）

1・喫煙者が単数め場合には46名（38．0％）と： な1らてい
る。 父が喫煙し亡“る揚合にば211名（36， 8％），1母が喫

煙者セある場合セは28名』（39．4％），父母が共に喫煙して

いる家庭で庶26名7・（40鴻％）に呼吸器系の症状をもった

幼児示みられる。r多ぐの家族が喫煙している家庭ではy

その幼児め呼蚊器系め症状の出現め割合がやや高いが，

有憩差は詔あちれない。また，』母が喫煙する場合の方示

症状を もらむゐが多いが，・とれも有意差はない。∵

　表3にはジ喫煙者数別にみたそれぞれの症状6出現の

趣みた樫騨伽敏嫡と該・喘鳴及び熱
のそ為ぞれ単独の毎痒をもう幼児の割合が多くなりヲ特

畔卿も郊のめ飴瞳意に多く 酪ぐPくα・・
01）〇一しかし，複数の症状を庵づものは減少しヂ咳と喘鳴

め両方の症状をもつも6欧有意k減少1す為（2く0．O

o5）。　 』 　ン ∴
　さらにジ喫煙置と幼児の症状との関係を調ぺ，・その結

恥難蛎し酋課雌顛日碑数1こ縮灯ト
1鯵∫2蝉上り群に鴎て翻した細2卯上
喫煙するものは444家族あ房そφうち唾吸慕系あ症状

を鱒郷のいるも鱒1・略③吻》す柏2・本
未満のものの群に比しそ亭φ多いが1・盾意差は巌払5 二…二

個々の症状別に検討すると，咳や輪幅が単独匿琢ちれ

るものの割合は喫煙量が増えるにつれて多くなるが，後

数の症状をもつものは減少する傾向が隊られおぎ

表4　喫煙量と症状

症状
！ 喫煙量 0 1本 1～工9本 20本以上1

症1倣ボリ 87人一（33．6％） 52人（3穿・5％） 167〈（郷％ン
『r1㌧ 　　「「　　　　　　　　　　　1 1

の 　よぺ　　　コヒドコ

r
ン門咳．

発1、．

1雪r
5』

．甲

へ　’　・卜

鳴

熱

鳴

1喘i撃○発熱
『》

　・発熱
．．よ、　a』一

　咳・喘鳴・発熱
　コ　 げ

症1へ状　液』八 し

1r

．計

38人〔43、7％〕

3人〔3．4％〕

13入　〔14，9％〕

18人〔20．7％〕

0人〔一％〕

12人〔13，8％〕

3人 〔3、4％〕

172人（66，4％）

259人（100．0％）

24人〔46・2％）
．

鉢墜8％〕
5A・〔916％〕
5入亡♀。6％）

1人〔11．9％〕

9人〔17。3％）

6人〔1L5％〕

ゆ3人（β6，5％）、

155人（100、0％）

、

79ム、〔4犠1＄％》ジ

　、 茎鉢ン〔．名辞抑・二、

、．ミ・23へ〔1亀噸、、、

、、＿壌廊4知し1

　　11人 〔P・ 与麹1．

　、斧入で1313卸：

　　 9人1て 5，・4％〕・i

277〈〈6214％〉

444人（1QO，lO％）
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1商野他：家族の喫煙と幼児の健康

IV 考　察

一喫煙と健康に関する論議は・・ 喫煙者本人と．周囲の喫煙

者によづて影響を受ける人の場合とがある。後者は記特

に，　、passiv6』、きm6kin宮 と’“わ治』，’大きな健康障害とし

で最近関心を深めてきた。 ．小児期における喫煙の影響は

全て 阻ssive　s血okin意 による‘ものであり1・、浅野D がい

うように、成人と異なり，苦痛を訴えることがでぎない

ために，喫煙者の影響を大きく受けることになる。

　passive　smokingによる小児の健康障害に関す為我

が国の研究報告は余り多くはみられないoまた，世問の

喫煙に対する考え方も非常に寛容であるように思われ，

航空機や新幹線にみられるような禁煙席はあるものの市

井における嫌煙運動も一時の如ぎ盛上りはない。

　さて，喫煙が小児の呼吸器系に与える影響については

かってLeederら2ン，RQsenら3〕，漁rlepら4》・CoUey

ら5｝の 報告にみられるように，肺炎や気管支炎の罹患頻

度は喫煙家庭の乳幼児に高い。特に，母親が喫煙してい

る場合には非常に高いと述べている。今回，筆者らの対

象幼児の場合でも，』母親が喫煙している例においては呼

吸器系の症状がみられることが父だけや他の家族の喫煙

の場合よりも開確になっているoそれ故，母親の喫煙は

小児の健康にとって非常に窟要な意味をもっているとい

わなければならない。学童期における影響年ついても例

えば，春日ら6》の報告によると乳幼児の場合と同様，呼

吸難疾患の罹恩率が高い。学童は幼児に比して， 呼吸器

の粕膜の敏感さは低下しているのにも拘らず呼吸器疾患

の罹患率が高いことは，喫煙による汚染された期間が長

期に及んでいるための結果とみなすことはできぬであろ

うか。同様の結果は，富永7）によっても報告されてお

り，わが国においても外国と同様，小児は喫煙によって

呼吸器疾患の罹患は多くなる。

　いうまでもなく，喫煙量が多くなれば小児の罹患率は

高くなることが報告されているが，今回の調査では，咳

や喘鳴などのそれぞれの症状をもつものの割合が多くな

り，特に，喘鳴をもつものが多くなっていることは諸

家2》，oの気管支疾患が増えるということの関運を裏付け

ているものといえよう。母親の喫塵が小児の呼吸盟疾患

を多くしているという諸家の報告を支持できる結果を筆

者らも得ているが，幼児は母親との接触時問が長いこと

を考え．ると，当然の結果といえる。これらの結果より，

家族の喫煙をできる限り制限し，殊に，母親の喫煙は，

妊娠中はいうまでもなく平素も極力制限すべく指導しな

ければならぬ。すなわち，幼児期においては，家庭内で

は全面的に母親の支配下におかれている紀め，・母親の行

動が直接，澗接に幼児の健康障害の誘因と なっているこ

とを十分に母親に認識させておかなければならぬポ喫煙

などの習慣は養育態度のr空の表現型とみなすことがで

きるので，単に，禁煙の括導だけ’を輿施してもその効果

は余り挙ら溢も’のと考えられ，』生活全般に裳ける養育態

度ジ小児の健康における母親の役割など，根本的な指導

が行なわれな隔限り摂効果は期待できないものとr考え

るo

　最近は若い女性の喫煙が増加しており・女性自身と将

来の育児対象例に及ぼす影響について十分な指導を行な

い，女性自身の認識を向上させることが必要であり・学

校教育，家庭教育さらに筏会教育を介して浸透させてい

く地道な努力が望まれる。橋本ら8》も女子大生を対象と

した調査においてもそれを強調している。

V　紬　論

　家族の喫煙と幼児の呼吸器症状の出現との関係につい

て調査した。

（1〉家族に喫煙するものがいる家庭は69・8％に達し・父親

　が最も多い。母親の喫煙は＆3％に達している。

（2）幼児で呼吸器系の症状のあるものは35・7％で・咳が出

　やすいものが最も多い。

（3）家族で喫煙するものがい為幼児のうち・呼吸器系症状

　6あるものは36．7％で，非喫煙家庭のそれより僅かに

　多い。しかし，複数の家族が喫痩している場合，特

　に，母親が喫煙している場合には，幼児に症状の出現

　は多くなる。

　以上，環境条件と養育条件との因子をもつ喫煙につい

ては，母親を中心とした家族に対して幼児の健康障害の

誘因として決して無視でぎないことを指導しなければな

らない。

　爾，調査に協力頂きました斉藤飲能横浜国大助教授，

各施設の職負の方々に厚く感謝の意を表します。
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